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自己紹介

● 会社紹介

○ ビッグローブ株式会社 / BIGLOBE Inc.

○ AS番号は2518

○ 日本全国で固定系ブロードバンド、MVNO等のインターネット接続サービスを提供

● 自己紹介

○ 山口　勝司 (Katsushi Yamaguchi)

○ 担当業務

■ AS2518 ネットワーク戦略や設計全般

■ Peering Coordinator



※複製・転載・流用・転売・複写等することを固く禁じます

会社紹介

株式会社コミュニティネットワークセンター (AS9354)

東海地方のCATV局12社のグループ会社を中心に、
デジタル放送配信/インターネット接続/CATV向けソリューション等を提供

自己紹介

技術本部スペシャリスト
大日方 周太（おびなたしゅうた）

◆主な担当
・バックボーンネットワークの設計、構築、運用
・広域L2網/伝送の設計、構築、運用
・ピアリング交渉 (その他特命案件)

◆趣味
・スノーボード、ツーリング(2輪/4輪)、ランニング

自己紹介
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BIGLOBE(AS2518)のネットワーク

● 国内外で複数のIXに接続し合計283ASとピアリング
● ピアリングを中心としたトラフィック交換をポリシーとしキャッシュサーバは限定的に導入

Source ： ピアリング数は２０２５年7月のデータに基づく
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本日お話すること

　はじめに -このプログラムの背景とピアリングの動向 -１

　BIGLOBE(AS2518)の課題と戦略2

　地域ISP（CNCI/AS9354)から見た課題と戦略　3

　まとめ＆議論4



Copyright © BIGLOBE Inc. 2025, All rights reserved.　｜ 5

はじめに -ピアリングの動向-
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ピアリングの時代

Source ： ATLAS Internet Observatory 2009 Annual Report
https://archive.nanog.org/meetings/nanog47/presentations/Monday/Labovitz_ObserveReport_N47_Mon.pdf

2000年代初頭までのインターネットはTiter1を中心とした階層構造のネットワークであった
ISPは大規模事業者(CDN/Content)とのIXでのピアリングによるトラフィック交換するように
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ピアリングの時代

● 現在ではトラフィックの多い主要な事業者の大半とはピアリングでトラフィックを交換
● 社内では「ピアリングの時代」という言い方をすることがある

BIGLOBEではトラフィック量基準で全てのトラフィックを直接のピアリングで交換することが目標
トラフィックの多い事業者とのピアリングの可能性を最大化することをネットワーク設計で考慮

【ピアリング戦記】
小川晃通 著(ラムダノート)より
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Google(AS15169)のピアリングポリシー変更

規模の小さなＩＳＰではピアリングが難しくなる、またはコストの増加に繋がる可能性がある

Source ： https://peering.google.com/#/options/peering
　　　　　　　 https://peering.google.com/#/options/google-global-cache

● 新規のＩＸでのピアリング受付は終了（IXでの既存の接続は当面維持される）

● 100G/400GポートでのPNIが原則で、10Gbps以上のトラフィックと2本以上の冗長接続が必要

● ISP向けキャッシュサーバ(GGC)も２０Gbpsを超えるトラフィックが必要



Copyright © BIGLOBE Inc. 2025, All rights reserved.　｜ 9

一部のCDN/CONTENT事業者の動向

● IXのRouteServerを撤退する事業者
● トランジットにあるキャッシュサーバを優先する事業者
● IXでピアリングしていてもPNIを優先する事業者

○ 弊社IPトランジットサービスのお客様から相談を受けることが増えた
○ PNIを求められることが増えた、明確にPNIを優先するポリシーに変更したと言われることも

お客様
ISP

BIGLOBE
(AS2518)

CDN事業者等

IXピアリング
PNI

トランジット契約

直接のピアリングで流れて
欲しいけど…

PNIをしている(お客様から見た)
トランジット経由で流れる
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一部のCDN/CONTENT事業者のピアリングポリシー

ASN 事業者名 ポリシー RouteServer接続 その他

15169 Google Selective × 以前 RS接続＋OPEN
トラフィック要件有

16509 Amazon Selective × トラフィック要件有

20940 Akamai Open 〇

54113 Fastly Selective 〇

13335 Cloudflare Open △(一部IXPを除く)

32934 Meta Selective ×

714 Apple Selective △(一部IXPを除く)

2906 Netflix Open 〇

396986 Bytedance Selective × 以前 RS接続＋OPEN

32590 Valve Open 〇

Selectiveの事業者がどちらかというと多い傾向にある
OpenからSelectiveへ変更、RouteServerからの撤退、トラフィック要件を定める事例も

Source ：  2025年7月現在のPeeringDB、各社の公開されているPeeringPolicy情報に基づく
　　　　　　　　BIGLOBE(AS2518)でPNIをしている又はトラフィック量の多いASをリストアップ
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変化の背景

Source ： NANOG94
https://storage.googleapis.com/site-media-prod/meetings/NANOG94/5452/20250609_Schwartz_Inside_Google_Peering__v1.pdf

● 背景となる社会の変化

○ 顧客からの遅延やパケットロスなどの品質と信頼性向上への要求

○ クラウドやAIなどの新規市場の拡大と積極投資

● ポリシー変更の背景

○ IXポートの輻輳によるパケットロスや遅延の発生

○ メンテナンスや障害に伴う(都市間や大陸間の)経路変動による遅延の増加による品質劣化

○ リモートIXの運用コストの増加
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日本のISPはピアリング戦略をどう考えていくべきか？

● ピアリングポリシーは永遠に同じではなく変化していくものである
● 昨今のポリシーの変化は社会の変化や顧客の要望が背景にあると思われる
● 必ずしもピアリングが難しいことが「悪い」訳ではない

OPENにピアリングできる時代では無くなってきているかもしれない？

地域ＩＳＰの立場から全国展開しているＩＳＰの立場から

ビッグローブ株式会社
 ＡＳ２５１８
 山口 勝司

株式会社コミュニティネットワークセンター
　ＡＳ9354
　大日方 周太

ISPは当事者意識を持って変化を認識しておくことが大切
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